
市民の部 1 

１ 応募者概要     

氏 名または 

団体名 

（ふりがな：ほどがやくみんかいぎ かんきょうぶんかかい） 
 

保土ケ谷区民会議（環境分科会） 

代表者の 

役職・氏名 

（団体の場合） 

（ふりがな：こばやし ゆみこ） 
会員数 

（団体の場合） 

〔平成 30 年 11 月現在〕 

区民会議委員：107 名   

（環境分科会：２６名）   

 （役職）     （氏名） 

代表委員   小林 由美子 

ホームページ 

アドレス 
http://www.city.yokohama.lg.jp/hodogaya/kuminkaigi/ 活動開始年月  昭和 49 年７月   

活動地域 

（複数選択可） 

 １ 横浜市 保土ケ谷区          ２   横浜市全域 

３ その他（                                    ） 
 

活動分野 

（複数選択可） 

１ 川・海・水 ２ 緑・樹林 ３ 農業 

 ４ ３Ｒ ５ 環境教育・学習 ６ 生物多様性 

７ 地球温暖化対策 ８ その他（                            ） 

活動の目的や

ねらい 

保土ケ谷区民会議は、行政と区民とのパイプ役として、連合町内会や各種団体との連携を密にし、区民

会議・地域・行政のトライアングルで、住み良い保土ケ谷区のまちづくりを目指して活動しています。 

「環境」「教育」「交通」「災害」「福祉」の分科会を設け、勉強会や施設見学等を行い、専門的な知識を高

め、行政との協働事業など、地域の課題解決に向けて取り組んでいます。 

今回「横浜環境活動賞」に応募した環境分科会は、「未来へつなごう 水・緑・資源」を活動テーマとし、

「自然環境」「ゴミ問題」「エコ問題」の３つの部会に分かれて活動しています。 

 

過去に受けた表彰

および受賞年度 

（例）横浜□□賞（平成○年度） 
 

 

２ 最近３年間の主な活動 

 
活動・取組・イベント等の名称 

発行した印刷物等の名称 

参加人数、

発行部数等 
詳 細 内 容  

平

成

28

年

度 

・環境家計簿への取り組み 

 

 

 

 

・自然環境勉強会とホタル観

察会を主催（６月） 

 

 

 

 

・「ヨコハマ３Ｒ夢プラン」

勉強会を主催（７月） 

 

 

 

 

90 名 

 

 

 

 

14 名 

 

 

 

 

 

16 名 

 

 

 

 

 

・区民会議各分科会委員による環境家計簿の記帳を実施しまし

た。また、「区民のつどい」「区民まつり」等を通じて区民へ

の啓発活動（通年）を行いました。〔活動の様子をまとめたパ

ネルを掲出し、区民へ周知（「区民のつどい」来場者：420 名）〕 
 

・外部講師を招き「ホタル観賞の心得や生態」を学習しました。自

然環境の現状や自然環境保全の大切さを学び、「区民のつどい」

「区民まつり」などを通じ区民への啓発活動を行いました。〔活

動の様子をまとめたパネルを掲出し、区民へ周知（「区民のつ

どい」来場者：420 名）〕 
 

・「ヨコハマ３R夢プラン」の第２期推進計画について、区資源化

推進担当係長を講師に招き勉強しました。内容は、２７年度のご

みの減量目標に対する実績と２８年度の目標の説明、保土ケ谷区

での具体的な取り組み、生ごみの土壌混合法の説明、等。土壌混

合法は、屋根付きのプランターを区民会議の他分科会委員にも提

供しました。 

 

【応募用紙】 
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・国際リサイクル施設「リサ

イクルポート山之内」見学

会（平成 29 年１月） 

 

18 名 

 

 

・施設の見学と、ごみの分別体験、リサイクルに関する説明を受講

しました。 

 

平

成

29

年

度 

・「地球温暖化対策」の勉強

会を主催（６月） 

 

 

 

 

 

 

・食品ロス低減についての勉

強会を主催（７月） 

 

 

・保土ケ谷区主催「ほどがや

音エコフェスタ」への協力

（11月） 

 

 

 

・資源循環局鶴見工場、鶴見

資源化センターの見学（平

成 30 年２月） 

 

20 名 

 

 

 

 

 

 

 

23 名 

 

 

 

11 名 

 

 

 

 

 

20 名 

 

 

 

 

・エネルギー消費量、推移、供給量から地球温暖化の現状の分析、

横浜市の取組の説明を受けました。 

 そこで学んだエコ家計簿を、環境分科会委員の家族を巻き込んで、

実施した結果、電力消費量を１０％削減することができました。 

「区民のつどい」の分科会活動報告の中で取り上げ、エコ問題の大

切さを区民に向け発信しました。〔活動の様子をまとめたパネル

を掲出し、区民へ周知。（「区民のつどい」来場者：150 名）〕 

 

・ヨコハマ３Ｒ夢プラン（食品ロス低減等を含む）について学習

です。成果を分科会委員や分科会内の自治会関係者が持ち帰り、

ゴミの水切りや庭木の乾燥によるゴミの削減に努めました。 

 

・ 地球温暖化対策に関する講演、神奈川フィルハーモニー管弦楽団

による弦楽四重奏、ピアノソロ、河村隆一さんのノーマイク・ノ

ースピーカーによる歌唱、すべてに使用電力を抑えた、エコに満

ちたコンサートが区の主催により実施しました。区民会議と区役

所との協働契約の下、受付、会場整理係などの役割を担いました。 

 

・施設の見学、焼却過程の説明とリサイクルに関する説明を受講し

ました。ゴミの分別、特にペットボトルの本体・蓋・ラベルの三

分割の大切さと、アルミ缶・スチール缶の分別の必要性を「区民

のつどい」「区民まつり」などを通し、区民へ発信しました。〔活

動の様子をまとめたパネルを掲出し、区民へ周知。（「区民の

つどい」来場者：150 名）〕 
 

 

平

成

30

年

度 

・「ほどがや花フェスタ」に

おけるフードドライブへの

協力（５月） 

 

・エコ問題についての勉強会

を主催（５月） 

 

 

 

 

・自然環境勉強会とホタル観

察会を主催（６月） 

 

・4名 

 

 

 

・23名 

 

 

 

 

 

・22名 

 

 

・ブースでの食品受け取り・整理。回収した食品を区社会福祉協議

会へ引継ぎ、生活困窮者や「みんなの食堂」等へ提供しました。 

 （213点（段ボール４箱）の食品が集まりました） 

 

・地球温暖化対策推進協議会より「廃食油の回収」や「水源地道志

村への見学」、株式会社横浜環境デザインより「太陽光発電設置

モデル事業」等の説明を受講しました。 

（受講後、いくつかの自治会・町内会にて、「廃食油回収」や「太

陽光発電設置」の検討・実施。） 

 

・外部の専門講師を招き「ホタル観賞の心得や生態」を学習しまし

た。私たちを取り巻く自然環境の現状や自然環境保全の大切さを

学び、学習の成果を「区民のつどい」「区民まつり」等を通じ区
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・ゴミ問題についての勉強会

を主催（７月） 

 

・横浜市環境科学研究所の見

学会（10 月） 

 

 

 

 

・「ほどがや区民まつり」に

おけるフードドライブへの

協力（10 月） 

 

 

 

 

・「区民のつどい」における

フードドライブと廃食油の

回収の取り組み（12 月）（予

定） 

 

 

 

 

・20名 

 

 

・17名 

 

 

 

 

 

・4名 

 

 

 

 

 

 

・9名 

 

民へ発信しました。〔活動の様子をまとめたパネルを掲出し、

区民へ周知（「区民のつどい」来場者：420 名）〕 
 

・ごみ問題に関して、区資源化推進担当係長より横浜市の取組の説

明を受けました。 

 

・「今井川、帷子川の生物生息状況と環境」「横浜市内におけるヒ

ートアイランドの現況」「きれいな海づくり」の講義を受講しま

した。 

・試験検査室での市内の河川に生息している魚類の水槽、大気中の

有害化学物質やアスベストを分析する機器等の見学をしました。 

 

・ブースでの食品受け取り・整理への協力。回収した食品を区社会

福祉協議会へ引継ぎ、生活困窮者や施設、「みんなの食堂」等へ

提供しました。（コンテナ２ケース分の食品が集まりました） 

・１２月８日開催の区民会議主催「区民のつどい」では、区民に対

して自然環境・ゴミ問題・エコ問題に本気で取り組んでいただく

よう、訴える予定です。 

 

・「区民のつどい」会場に「フードドライブ」受付ブースを設置

し、食品を回収して、区社会福祉協議会へ引き継ぎました。【添

付資料】（約 60人から、お米 30キロや缶詰・レトルト食品等が

集まりました） 

・横浜市地球温暖化対策推進協議会と区民会議の環境分科会、区

との協働の取組です。廃食油の回収と区民への啓発を行いまし

た。【添付資料】（77 人から 135リットルの廃食油が集まりまし

た） 

 

 

 

３ 地域との関わり 

 活動・取組等の名称 詳 細 内 容  

自治会・町内

会との関わり 

「地域のつどい」 

 

 

地域の課題解決に向けて、区民が主体的に参加し相互に話し合う場で

す。保土ケ谷区地区連合町内会と区民会議の共催で、区内６会場にて年

１回開催し、今年で 44年目になります。 

「地域のつどい」で出された意見は、区民会議が３分類(※)に整理し、

行政が検討すべき意見については、８月頃、提言・要望として区役所へ

提出します。今年度は、200以上の意見・提言を 11項目 36件にまとめま

した。道路・交通や空き家、ブロック塀等に関する意見が多くあがりま

したが、環境に関係する意見としても、ごみ集積場所設置やごみ出しの

ルール、ゴミネット、等に関する意見が出ました。 

その後 10月頃、行政が提言・要望について回答し、区民会議から全自
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治会・町内会及び発言された方へ、丁寧に回答をフィードバックしてい

ます。また、各地区に関する回答は、地区担当者が連合の定例会等で説

明しています。 

※３分類：地域で検討する事項、区民会議で検討する事項、行政が検討

する事項 

 

学校との関わ

り 

区内小学校・中学校 現在は、顕著な関わりはありませんが、今後、児童・生徒の皆さんにも

環境問題に関心を持ってもらえるような取り組みを考えていきたいと考

えています。 

 

 

他の市民団

体との関わり 

様々な区内組織・市民

活動団体 

 

環境事業推進委員連

絡協議会 

 

横浜市地球温暖化対

策協議会 

 

 

・区民会議委員は、様々な市民団体から推進された委員が在籍しており、地

域や団体とのパイプ役として情報共有を図っています。 

 

・環境分科会に所属 

 

 

・協働で、廃食油回収の運動を始めたところです。 

・「横浜市地球温暖化対策推進協議会」主催の、道志川の水質保全と水源

林の保全について体験しました。 

 

企業等との関

わり 

見学会 

FM 番組への出演 

 

出前講習 

 

・東京ガス磯子 LNG 基地を見学予定。（平成 31 年 1 月） 

・FM yokohama84.7 の番組「YES! For You」にも出演し、区民会議の取組を PR

しました。 

・リサイクルポート山ノ内と協力して、連合自治会で出前講習を開催し

て区民に幅広くゴミ問題に関心を持つようにしていく予定です。 

 

 

行政との関わ

り 

協働契約の締結 

 

 

 

 

 

事務局 

平成 28 年 12 月、保土ケ谷区民会議と保土ケ谷区役所のパートナーシ

ップをさらに強化し、地域の課題解決に向けてともに取り組んでいくた

め、協働契約を締結しました。 

環境分科会においては、地球温暖化対策推進協議会とも協働しながら

廃食油の回収の取組を進めています。 

 

保土ケ谷区区政推進課広報相談係が事務局となっています。 

 

 

その他、環境

以外の分野と

の関わり 

災害 

 

 

社会 

 

 

福祉 

 

災害分科会では、地区連合町内会単位に、HUG（避難所運営ゲーム）訓練

や DIG（災害図上訓練）講習会を実施しています。 

 

教育分科会では、20 年以上あいさつ励行の「あいさつ運動」に取り組ん

でいます。 

 

福祉分科会では、ほとんどの委員が認知症サポーターやキャラバンメイ

トの資格を持ち、区役所や区内ケアプラザと協働で、「認知症サポーター
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交通 

養成講座」を主催・共催しています 

 

交通分科会では、自転車問題に取り組んでいます。 

 

環境分科会独自の活動以外にも、上記区民会議内の他分科会とも、連携、

協力し合って活動しています。 

 
４ 団体の発足経緯／活動を始めたきっかけ、動機 

※ 立ち上げた主体、どのようにして活動に携わる人が増えてきたのか等も合わせ、具体的に記入してください。 

※ 個人の方は、活動を始めたきっかけについて記入してください。 
【団体の発足の経緯】 
 区民会議は、昭和 48 年、横浜市の新総合計画の策定にあたり、各区で区民の集いを開催したことをきっかけ

に、市民相互の話し合いの場の継続を望む声が高まり、市民が自主的・主体的に運営する組織として各区に誕生

しました。保土ケ谷区の区民会議は、昭和 49 年７月に発足しています。 
 
【活動を始めたきっかけ、動機】 
 区民会議の発足当初から、住み良い保土ケ谷のまちづくりを目指した様々な活動をしています。 
専門分野別に５つの分科会（環境、教育、交通、災害、福祉）に分かれ、活動を展開しています。環境分科会

について、「未来へつなごう 水・緑・資源」をテーマに活動を続けています。 
区と協働契約を締結し、地域課題の解決に向けて共に取組を進めています。 
 

 

５ 今までの活動 

活動の目標・ねらいに対する成果 

・学習会や施設への見学会を、自主的に企画して、区民会議委員の知識や環境意識を高め、その成果を区民へ発信し

ています。 

・「区民のつどい」、広報紙【添付資料】、ウェブサイトにおいて、市民向けに活動状況の報告を行っています。 

・（再掲）30 年度は、FM yokohama84.7 の番組「YES! For You」にも出演し、区民会議の取組を PR しました。【添

付資料】 

・フードドライブの取組に関わり、区社会福祉協議会と連携して取り組んでいます。 

 

生物多様性に関する取組 （生物多様性特別賞の選考の参考とします） 

※取組の中で、生物多様性に関するものを記入してください。 

（１ページ「生物多様性特別賞について」に事例を記載しています。） 
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６ 今後の活動方針  

※次年度以降の目標や、活動継続のためにどう引き継いでいくのかも含めて具体的に記入してください。 

・環境分科会の活動テーマである「未来へつなごう 水・緑・資源」に沿った活動を進めていく予定です。具

体的には、「自然環境」「ゴミ問題」「エコ問題」についての勉強会や施設の見学会を通して得た成果を、これら

課題の解決に生かし、「誰もが安心して暮らせる環境」が実現することを目標に活動を進めます。目標達成の

ために、自治会・町内会をはじめとする区内各組織・団体との連携を今以上に密にします。平成 31 年 4 月より

は区民会議第 23 期が始まります。「環境分科会」も存続し、現在の活動を引き継ぐ予定です。テーマを変えず

に【継続は力なり】を信じながら進めていきます。 
 
・30 年度から始めた、横浜市地球温暖化対策推進協議会・保土ケ谷区役所と協働の取組である「廃食油の回収」

についても継続していきます。 
・「フードドライブ」の取組についても、継続していきます。  
 

７ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 

※最も注目してもらいたい／評価してもらいたい取組や、これまでの項目に当てはまらないＰＲポイントについて具体

的に記入してください。 

平成 30 年度から取り組みを開始した、フードドライブ」や「廃食油の回収」に次年度からは、本格的に取り

組んでいきます。 
「フードドライブ」は食品ロスの低減、ゴミの減少につながります。また、「廃食油の回収」は環境にやさし

い燃料にリサイクルすることで、可燃ごみの減量や二酸化炭素の削減につながります。 
このような取組が、地球温暖化対策の一助となればと考えています。 

 子どもたちに、より良い未来を約束するためにも、地道で真摯な活動を続けていきたいと考えます。 
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編 集 保土ケ谷区民会議 広報委員会 

発 行 第 2２期 保土ケ谷区民会議 

事務局 〒240-0001 

  横浜市保土ケ谷区川辺町２－９ 

    保土ケ谷区 区政推進課広報相談係内 

    TEL 334-622３  FAX 333-7945 

平成 30 年 3 月 15 日発行 

 

保土ケ谷区民会議ニュース 
 

やまびこ 

 

 

 

 

 

平成 29 年度の「地域のつどい」は、６月 12 日から７月１日にかけて開催し、６会場すべて

無事に終了しました。参加した区民は延べ 717 人で、出された意見も２２０件に上りました。

区民会議発足以来最高の参加数、意見数でした。 

出された意見は区民会議で慎重に精査を重ねた結果、その中から３９件を提言・要望としてま

とめ、８月２８日に菅井保土ケ谷区長に提出し、10 月１６日に区長から回答が示されました。

２日後の保土ケ谷区連合町内会連絡会で区民会議代表がその旨を報告し、回答の写しを各連合

町内会長にお渡ししました。 

その後、各町内会・自治会長に回答書の写しと、各地域で検討していただく事項の５６件を合

わせて郵送しました。同時に提言・要望として取り上げた意見の発言者にも、封書にて回答書を

送りました。 

今回の回答の特徴は、区役所各部局が例年よりも具体的で、かなり踏み込んだ内容になってい

たことでした。中には提言・要望の提出後、日を置かずに現地を確認し、要望が実現したものも

ありました。また、警察に回答をいただく案件にも、的確な回答が得られたことも特筆すべきこ

とでした。 

その後、１１月４日に岩間市民プラザで開催した「区民のつどい」でも回答の抜粋を発表しま

した。提言・要望の回答書全文は、保土ケ谷区民会議ホームページに掲載してありますので、是

非ご覧いただきたいと思います。 

平成３０年度も６～７月に｢地域のつどい｣を開催いたします。多くの区民の皆様に集ってい

ただき、多数の建設的なご意見が寄せられますことを切にお願い申し上げます。 

 

【菅井区長から回答書を受け取りました】 【回答書受け取り後の懇談風景】 

平成 29年度「地域のつどい」 

提言・要望への回答をいただきました 
 

 平成 30 年度「地域のつどい」は６月中旬より開催予定です。 

各 地 域 の 皆 様 の ご 参 加 を 心 よ り お 待 ち し て お り ま す 。 
 



「地域のつどい」提言・要望の回答（抜粋） 
第 73 号(2) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【高齢者について】 

自治会では一人暮らしの方を把握はしているものの、何か起こる前や起こった時の対応策として、行

政で高齢者向けの総合・包括的な小冊子を作り、敬老会時に配布すれば本人も地域も、この冊子をベー

スに対応できるので検討を願いたい。 
 

＜回答＞ 

ご提言いただいたような、高齢者向けの総合・包括的な冊子は、現在、横浜市・保土ケ谷区とも作成

していない状況です。近年、高齢者の増加や取り巻く環境の変化にともない、それに対応する制度･サ

ービスも多様化しております。ご提言も踏まえ、今後、ひとり暮らし高齢者を含めた高齢者向けのわか

りやすい冊子作成に向けて検討してまいります。 

保土ケ谷区高齢・障害支援課（電話：045-334-6381 FAX：045-331-6550） 

 保土ケ谷区福祉保健課（電話：045-334-6313 FAX：045-333-6309） 

【交通について】 

自転車の右側通行など、危険な乗り方をする人が多いので、もっと教育をしてほしい。警察は、強固

な取り締まりを願いたい。 
 

＜回答＞  

区役所では、自転車利用者のマナー向上について、警察署や交通安全協会、学校などの教育機関や、

自治会町内会等地域の団体と協力し、啓発活動等を推進しております。 

これまでも、小学校での児童への交通安全教室及び、保護者を対象にした交通安全講話、子どもから

高齢者までを対象とした３世代安全教室など、幅広い世代に啓発活動を実施してまいります。  

保土ケ谷区地域振興課（電話：045-334-6302 FAX：045-332-7409） 
 

現在、保土ケ谷警察署では、岡沢町エリア、保土ケ谷町エリアを自転車取締りの重点地区に指定し、

危険な自転車の運転手に対し、指導取締りを実施しています。また、この取締りと併せて安全講話、小

学生を対象とする「はまっこ交通安全教室」等を通じて自転車の正しい乗り方などを指導しています。

今回の提言・要望事項を踏まえ、引き続き指導取締りを推進してまいります。 

保土ケ谷警察署警務課住民相談係（電話：045-335-0110 (代) FAX：045-332-0110） 

【水道設置について】 

天王町公園には水道が１カ所しかなく、花壇から非常に遠くて、夏場には水道からバケツで水を運ん

できて撒いている。公園整備をやっているのは高齢者が多いので、花壇の近くに水道を設置してもらい

たい。 
 

＜回答＞ 

花壇等への散水におきましては、公園愛護会等のご要望があれば設置する方向で検討いたします。設

置希望箇所等につきまして、一度保土ケ谷土木事務所下水道・公園係までご相談くださいますようよろ

しくお願いいたします。 

保土ケ谷土木事務所（電話：045-331-4445 FAX：045-335-0531） 

【エレベーター設置について】 

保土ケ谷駅東口のバスターミナル利用者（特に車椅子利用者）が階段の昇降に困っているので、陸橋

とバス停をつなぐエレベーターがほしい。 
 

＜回答＞ 

保土ケ谷駅周辺では、誰もが円滑に移動し、駅や施設を利用できるよう、バリアフリー化を進めるた

めの基本構想を、平成 29 年度から平成 30 年度の２か年で策定します。エレベーターについては、本

構想との整合を図りつつ、早期に整備を進めていきます。 

  保土ケ谷土木事務所（電話：045-331-4445 FAX：045-335-0531） 

保土ケ谷区区政推進課（電話：045-334-6374  FAX：045-333-7945） 
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環境分科会  ― 未来へつなごう 水・緑・資源 ― 
 

今期は２１期に引続き「未来へつなごう水・緑・

資源」をテーマに掲げ、スタートしました。サブテ

ーマとして「自然環境」「ゴミ問題」「エコ問題」

の 3 部会に分れて活動に取り組み、成果を区民の

皆様方に発信して行くこととしました。 

６月には「温暖化対策の取組」について、７月に

は「ヨコハマ３R 夢（スリム）プランの取組」につ

いて、区役所係長を講師に迎えて勉強会を実施しま

した。11 月には区役所と区民会議との協働契約の

一環として、区政推進課事業「ほどがや音エコフェ

スタ」へ協力することにより「エコ問題」を実感し

ました。２月には資源循環局鶴見工場と鶴見資源化

センターの見学会で「ゴミ問題」を勉強しました。  

後半には、「自然環境」対応としてホタル観賞会

と横浜市環境科学研究所の見学会、「エコ問題」と

しては東京ガス根岸工場の見学会を予定して、結果

に基づく啓発活動をして行きます。 

 

教育分科会  ― 笑顔であいさつ 思いやりの心を育もう！ ― 
 

第 22 期の活動テーマを「笑顔であいさつ 思いやりの心を育もう！」とし、前半の 1 年は、第 21 期

からの継続活動である「保土ケ谷区制 90 周年記念事業 相鉄星川駅～区役所の小道に愛称を！」と「あ

いさつ運動」に取り組みました。小道の愛称については、広報よこはまほどがや区版、タウンニュースや

YCV 等での呼びかけにより、区内在住・在勤・在学の方々より 207 点もの応募をいただき、その中から 

区長、区連会会長及び区民会議代表による最終選考の結果「かるがも小径
こ み ち

」と決定し、昨年の 11 月 4 日 

開催「区民のつどい」にて最優秀愛称応募者の表彰式を執り行

いました。この小道の案内サインは 3 月 26 日、90 周年記

念モニュメントと共に、星川駅に通じる橋のたもとに設置さ

れる予定です。また、権太坂小学校を訪問し、教育現場の現状

を視察しました。後半 1 年の活動としては、「家族の絆」「親

子のコミュニケーション」に焦点を絞り、いじめや災害から子

どもを守るために、学校・家庭・地域でのよりよいコミュニケ

ーションが重要との認識のもと、情報収集や情報発信をして

まいります。また、「あいさつ運動」については、あいさつグ

ッズ・ポスターを再活用し更なる浸透を図ります。 

 

 交通分科会 ― 安全な道路交通をめざして ― 
 
第 22 期は「安全な道路交通をめざして」をテーマに、「自転車・歩行者の交通安全ルール・マナーの啓

発」をサブテーマとして、前半は次のような活動を行いました。 

１．テーマを実現するモデル地区として保土ケ谷駅西口の商店街を選定し、現地に関する資料等を収集して

具体化のための協議をしました。 

２．安全な自転車走行を啓発するとともに、巨額賠償例を紹

介する展示パネルを作成し「区民まつり」と「区民のつどい」

で展示しました。 

３．警察署の交通課の係長を講師とする勉強会で、二輪車・自

転車の事故の比率が高いという保土ケ谷区の交通事故の特性

や実際に起こった自転車事故の内容などを学びました。 

後半はモデル地区の具体化に取り組むとともに、「交通安全

運動」等に参画します。 

 
 
 

第 22 期前期(29 年度)の活動報告と後期(30 年度)の活動予定 

【ほどがや音エコフェスタへ協力】 

【保土ケ谷警察署交通課の係長を講師とする勉強会】 

 

【権太坂小学校訪問 校長室にて】  

【砕かれたガラス瓶粉】 

【圧縮されたアルミ缶】 



第 73 号(4) 
 
災害分科会  ― 災害に強い、まちづくり ― 
 
～防災・減災の原点は自助・共助から～ 

災害分科会は第 21 期に続き、第 22 期も「ＤＩＧ（災害図上訓練）出前講習会」と、新たに「Ｈ

ＵＧ（避難所運営ゲーム）出前講習会」を実施することを昨年９月の区連会で提案し、12 月にＨ

ＵＧ出前講習会を新桜ケ丘地区（藤塚小学校地域防災拠点管理運営委員会委員等 65 名にて、所用

時間 2 時間 30 分）で実施しました。 

 情報カードに記載されていることが理解できずどのような結論を出すことが望まれているか 

に時間がかかりましたが、グループ内にＨＵＧ受講者がおられることもあり、それ以降は順調に進

めることができました。  

 講習会終了後のアンケートでも「避難所運営全般の

イメージができました」「避難所運営に必要な知識が理

解できました」「講習会はハードでしたが、事前に訓練

できたことは参加して良かった」の意見・感想を頂きま

した。 

＜後半活動予定＞ 

１．「20 万区民の自助・共助による減災運動」を今後

も全面的に支援します。 

２．「ＤＩＧ出前講習会」「ＨＵＧ出前講習会」を引き

続き開催します。 

 

福祉分科会  ― 学び 考え 発信する福祉分科会 ― 
 

第 22 期は福祉の課題や行政の施策などを学び「人にやさしいまちづくり」のために知恵を出し

合って活動しています。 

前半は高齢者福祉として「認知症支援」や「介護保険制度」について区の取組みなどを学んでき 

ました。平成 29 年 3 月現在、保土ケ谷区の 65 歳以上の人口は約 5 万３千人、一人暮らし高齢

者は約１万人、要介護認定者も約１万人です。人生

100 年時代に入って、個人にあっては介護に頼らず

生き生きと暮らす工夫（介護予防）が喫緊の課題に

なってきました。 

また、障がい者福祉として「障害者差別解消法」

（平成 28 年４月施行）後の状況について当事者の

声をお聞きすると、まだまだ浸透・改善されていな

いのが実情です。２月８日には狩場町にある知的障

がい者施設を見学し、福祉の現場を学んできました。

後半は、今後更に重要さを増す「介護」について学

び、考え、発信していきたいと思います。 

 

「かるがも 小径
こ み ち

」の案内サイン設置 
 

保土ケ谷区制 90 周年記念事業として

取り組んだ「相鉄星川駅～区役所の小道に

愛称を！」は、おかげさまで 207 点もの

応募をいただき、その中から「かるがも小

径」が最優秀愛称に選ばれました。 

 

 
 

 
この度、現地に「かるがも小径」の案内サインが設置さ

れる運びとなり、3 月 26 日に除幕式が行われます。並んで

保土ケ谷区制 90 周年記念モニュメントも建立されます。区

民の皆さまには、お近くを通られる折、是非ご覧いただけた

らと思います。              

【権太坂・光風会（のばら園・すみれ園）見学】 

 

【「区民のつどい」において最優秀者３名の方が表彰されました】 

【新桜ケ丘地区での HUG 出前講習会】 

【案内サインイメージ】 
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主催：保土ケ谷区民会議
協力：横浜市地球温暖化対策推進協議会

保土ケ谷区役所区政推進課

お問い合わせ／045-681－9910（横浜市地球温暖化対策推進協議会）

その使い終わった食用油
資源として活用しませんか？

「
区
民
の
つ
ど
い
」で

回収日時：
１2月８日（土）
12時30分～13時30分

回収場所：
保土ケ谷公会堂

て
ん
ぷ
ら
油
を
回
収
し
ま
す
！

✤ペットボトルに入れて持っ
てきてください。
✤水や固形物が入らない
ようにしてください。
✤漏れないようしっかりフタ
をしてください。
✤未使用のものはそのまま
でもOKです。

12
月
8
日
開
催
の



家庭などで余った食品を集め、
食べ物を必要としている人に届けます

フードドライブ

・賞味期限2ヶ月以上
・缶詰、レトルト食品、インスタント食品
など加工食品全般、米、パスタなど
（賞味期限の近い）防災備蓄品など

✿寄付を受けられる食品

生鮮食品、お弁当、食べ残しの食品、
賞味期限が切れた食品、賞味期限の記載がない食品など

✿寄付を受けられない食品

主催：保土ケ谷区民会議
お問合せ：保土ケ谷区 区政推進課 広報相談係内 区民会議事務局

電話：334-6223 FAX：333-7945

✿お問い合わせ

「区民のつどい」
日時：12月8日（土）13時00分～15時30分
会場：保土ケ谷公会堂

当日「フードドライブ」を開設します。
・受付時間：12時30分～13時30分
・公会堂ホワイエにて、皆様からの寄付をお待ちしています。



・「環境家計簿」の活用で、ＣＯ２

発生量を減らしましょう！！

・すなわち：日々の生活で、電気・

ガス・水道のこまめな節約で、

ＣＯ２削減に大きく貢献できます。

・平成２７年１２月、風力発電装置

「ハマウイング」を見学しました。

・こんなに大きくても、約５００

世帯分しか発電できません！！

・発電することの大変さを学んで、

節電の努力をしましょう！！

・６月には、仏向谷戸および市沢谷戸で

ホタルに出会うことができます！！

・ホタルが飛び交う時間を待ちながら、講師の方々から

ホタルと自然環境について講義をしていただきました。

・帷子川では、アユ・オイカワ・ウナギ

も釣れるほどになりました。

・ヨコハマ３Ｒ夢プランにご協力を！！

①リデュース（Ｒeduce ：発生抑制）

～ごみを出さない努力をしましょう～

②リユース （Ｒeuse ：再 使 用）

～物を大切にして、永く使いましょう～

③リサイクル（Ｒecycle：再生利用）

～ごみの正しい分別で、資源ごみを

有効活用しましょう～

・品濃町のごみの山、今は！！

：頂上の緑も増えて大変綺麗になりました。

平成２１年

・平成２７年１２月、水再生センターを見学し、家庭からの

排水の仕組みと下水浄化について、講義を受けました。

・水再生センターで、綺麗な水となって川や海に放流され、

一部は公園の流水として再利用されます。

・我々としては、元を汚さない努力が、最も大切です！！

『未来へつなごう：水・緑・環境』

平成２８年６月６日観察会

平成２８年７月

水再生センターへの排水の仕組み



 

・６月には、仏向および市沢の谷戸で 

 ホタルに出会うことができます！！ 

・ホタルが飛び交う時間を待ちながら、講師の方々から 

 ホタルと自然環境について講義をしていただきました。 

・帷子川では、アユ・オイカワ・ウナギ 

 も釣れるほどになりました。 
・平成２７年１２月、水再生センターを見学し、家庭からの 

 排水の仕組みと下水浄化について、講義を受けました。 

・水再生センターで、綺麗な水となって川や海に放流され、 

 一部は公園の流水として再利用されます。 

・我々としては、元を汚さない努力が、最も大切です！！ 

『未来へつなごう：水・緑・資源』 

平成２８年６月６日観察会 

 水再生センターへの排水の仕組み 

・平成２７年１２月、風力発電装置 

 「ハマウイング」を見学しました。 

・こんなに大きくても、約５００ 

 世帯分しか発電できません！！ 

・発電することの大変さを学んで、 

 節電の努力をしましょう！！ 

燃やすごみの中に、市民一人当り 

年間約２４キロの手つかず食品が 

入っており、オニギリに換算して 

約２３０個分に相当します 

温暖化の進行を緩和するために 

          取組みましょう！！ 

 ・家庭の省エネ行動 

  ～照明・TV：こまめな節電～ 

  ～家電買換え：省エネ機器を採用～ 

 ・家庭から排出するごみを減らす 

  ～生ごみ：水切りをしてから出す～ 

  ～草木ごみ：乾燥させて出す～ 

 ・地産地消や旬の食材の活用 

  ～輸送費低減で CO２の排出削減～ 

・最近では、今井川でも法泉 

 地区で、５～６頭とわずか 

 ですが、観察できるように 

 なりました。 

・皆様方の周辺でも飛び交う 

 様子を観察できるかも知れ 

 ませんので、探して見ては 

 いかがでしょうか。 
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